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　本年５月に３部会が統合し設立されたＪＡ愛知みなみアールスメロン部会の初年度の販売は、販
売額2.8億円と前年と同額で無難なスタートを切った。栽培面積及び販売数量は前年比94％と減
少したが、安定した品質と需要に応じた生産に取り組んだことで、販売単価は前年比105％と高く
なり、栽培面積の減少分を挽回した。
　
　「果実品質の安定に対する取組」としては、交配の状況を現地で確認して交配日を基準とした収
穫を徹底した。「需要に対応した生産」に向けては、全栽培ほ場の生育状況を確認して出荷時期
別に果実の等階級の発生予想をとりまとめ、販売先へ情報の提供を行った。市場からは、これら
の取組が有利販売につながったと高く評価され、活動の継続が要望されている。
　
　農業改良普及課では、これらの取組の実施のため、ほ場台帳の整備、交配や生育状況の具体
的な確認方法を提案し、ＪＡと協働して現地調査を行い、部会活動を支援した。

今月の管内農業情報（田原農業改良普及課）

12月の農業情報

アールスメロンの販売順調

[2017年1月4日]

平成２８年１1月４日（金）

田原市
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